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11-20伝自
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15~31 日
秋の土道火虫干防運動
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老令福祉年金i;t、 iDオ以上のおど Lよりに国から支

給される年生、てある c 10月刀‘り年頭20，400円(月額
1，700円)1: 51 :.よげ りれた Lかにゐる程度生活に
ゆとりのあ る方々は、ニー主!芭願う仕組になって、、るが

70才にじれ:.;f、だれでし年金正受ける推キ'1がある。
手続 :. 1 ユ役場可 ~t車て耳14互 ヮ て、 、 る のて裁定請求書

を提出すること 1 これを 5年間放って討(ビ時効にな
るので、みんなそろって明 るい老後のためにも早めに

手続1:Lょう 。
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話
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交

換
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ι辺町活
肴
百
一
一
叫
北
一
点
九
五
ペ
九
月

七
司
、
役
場
金
高
一豆
で

z
i
p
p
A
E
主
化
F

ロ
江
主
'る
た
め
の
、剛
山
一
ト
主
治
に
っ
し
:
笥

二
T
M
J
、
白一
日
な
品
し
き
い
を

A
L
て、

宅
乃
の
堕
解

er河
内

ぬ

よ
の
明
る
い
主
砲
つ
〈
り
を
ど
-コ
泡
め
れ
ば
よ

v
か
を
、
問
削
極

的
二

+7
2
E
J
AY坦
干
の

N
，正
令
言
を
開
き
ま
し
た
3
4
の
埼

岡下、
.
明
る
l

長
円
づ
く
リ
コ
授
と
干
が
じ
っ
く
り
話
し
合
L
宮

廷

-n
円
守
そ
泊
る

一一
と
よ
あ
る
と
さ
札
て
L
ま
す
a

こ
の
動

じ

た
汁
品

ι
つ
い
て
哩

E
h
z注
二

・み
ま
す
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青
年
が
希
望
す
る
農
薬

--
n
H
HM
ま
っ
ー
に
の
は
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f廿千

代
長
円

f
ヘ
、
工
司
代
圭
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司

一
て
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込
犬
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国

1
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拍
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4
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叫
が
佳
=
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つ
れ

主
し
た
4

ま
ず
占
隼
ー
に
ち
は
、

水
自
に
た
よ
ら
ず
耕
地
の
広
大

を
必
り
、
7
v
地
主
良
を
道
町
乳

k
A
v
--吋
か
、
向
A

十
'hv
司
人
情
出

ぅ

~
a
B
Z
N刊日
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:
ζ

と
り
祖
人
た

1
.
円
立

am--吋
実
ニ

江

司

-
n
-
t
i
f
fる

-一

戸
e

を
さ
h
j
e
」
口
事
し

た
t

-
}の

E
か
」
引
が
呼
沌
の
別
警
な

ど
に
つ

L
て、

別
居
口
寸
る
内
ら

よ
い
ふ
時
正
泊
か

η
屯
て
考
え

る
べ
ず
に
。
京
山
唱
の
円
識
を
図

。山
F

出
方
向心月
二
叫ァ
ιT
A
T
U
4
う
る
べ

き
て
あ
る
d

さ
ら
に
封
建
的
な

罰
百
を
す
λ
子
か
に
打
鈍
し
て

ル
怠
百
円
堤
防司ムを
弦止

え
る
こ
と
が

足
型
だ
と
意
見
が
連
ベ

h

A
ま

し
た
。親

の
立
場
か
ら

こ
れ
に
つ
い
て
父
理
聞
は
.

青
年
ーた
ち
カ
苔
ζ

ん
で
車
在
ム
ゲ
-

2
ァ
斑
ぐ
よ
う
に
す
へ
き
目

、
E

る
ョ
擦
の
問
題
も
五
高
出
、
設

さ
ん

か
進
ん
で
く
る
よ
う
な
墨

、

.守ー'ヰ吟ぞれ
&各州~i>: ーも

事
を
つ
く
る
と

乙

も

に

所

得

の
倍
増
を
国
ワ
青
年
に
希
望
を

も
た
せ
る
廷
喜
に
す
べ
き
で
あ

る
。
つ
ま
り
憐
夜
化
、
生
活
改

苦
.
土
壇
購
入
な
ど
も
考
え
る

こ
と
引
唱
ま
し
い
3

ま
た
‘
情

事
後
の
別
居
に
つ
い
て
は
‘
市旬、

官
円
で
よ
〈
話
し
合
っ
て
結
論

を
出
す
べ
き
で
し
ょ
う
と
述
へ

ま
し
た
。
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言
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写
真
『
需
心
に
意
見
壬
支
援
す

る
綾
子
の
対
話
会ぐ

老

人

福

祉

大

A
E
 で

連
合
組
織
の
結
成
決
め
る

な
ど
力
点
叫
に
芭
へ
た
ち
は
耳

を
か
た
む
小
、
し
あ
わ
せ
を
頼

っ
て
い
ま
し
た
。
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ら
に
町
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仲
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。
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と
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、
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。
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。
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問
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地域に密着

福山支庁移動革主竺Z主主が9F.17目、実t，j河童
社会主主!こ地=主主夏、 支庁、出先簿罰吉せて7G人が
集まって簡かれました。麿ょ、車ワのこされた諸

問題を皐急に握渓して逗しいと実情をうったえる

と、問事者も道教に互明ざせ菩叫したいと述べ.

9;jるい村づくりに損害がよせられていますっ
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あ
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っ
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一
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に
呂
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さ
れ
る

時
代
に
な
っ
て
J
之、
A

-

し
て
供

誌
で
主
る
休
執
が
必
要
で
あ
る

よ
の
た

め
ー一
本
町
の

立
法
条
件
に

促
し
た
‘
同
一
、
良
品
位
の
作
庁
士

主
暗
己
止
め
、
で
也
市
昔
理
に
仮

し
て
地
域
の

銘
柄
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士
明
暗
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と
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‘
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世…
世
清
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い
崎
'

時
一勤
守
ト
一
ま
憲
議
会
に
己
点
宮

沢
Z
よ
史
一一ゲ
二
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J

O

沼
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な
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1
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町
内
業
品
目
析
が
!
ア
号
令
一
揮
で
き

る
よ
う
-
に
し
て
む
力
化
を
図
り

生
産
世
心
低
司
に
っ

と

?
匂
こ

と
で
あ
る
古
米
町
生
ケ

手
空

通
り
謹
ん
で
い
る
が
、

品
悼
V
4
一

円
六
割
を
占
め
る
高
官
地
は
同
国

喪
が
主
体
で
、
乳
検
事
業
の
控

進
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
進
庭
が

お
そ
く
し
ち
ま
つ
の
さ
ぶ
し
さ

を
懇
ず
る
を
え
な
い
3

本
町
に

は
草
地
一
司
語
地
か
多
く
、
こ
れ

を
草
地
化
し
て
乳
牛
の
増
殖
を

殴
る
こ
と
が
急
務
で
は
な
か
ろ

う

か。

こ
れ
か
ら
の
車
一
星
は
産

乳
能
力
の
向
上
と
寝
芹
な
牝
牛

を
主
産
す
る
た
め
に
種
牡
牛
と

の
配
合
検
査
も
必
要
で
あ
る
。

号
乃
は
か
、
道
内
出
光
地
問
問
ー
も

出
宥
』
ま
し
た
J

こ
れ
に
道
致

と
道
民
生
活
の
結
び

つ
き
を
深

町
、
道
町
田
雫
予
知
4

瞳
佳
更
の

な
か
正
具
体
的
に
乙
け
一一

む
よ

う

行

政

サ

ピ

ス

ーを
強
化
す
る

も
の
で
す
3

世
C

設
全
日

興
杯

開
忠
臣
、
道

路
河
川
、
込
者
育
寄
生
の

一
二
つ
に

ハヲ片
山
崎
信
明
謀
長
の
司
会
で

時
間
か
れ
、
4

百九山吉」

-qι両足が
か
わ

さ
れ
ま
)
た
。
抱
諸
住
民
の

お

も
た
要
望
よ
、
提
家
に
喜
こ
ば

わ
一
三
一
を
費
付
し
て
占
し
い
c

館
長
ι石川、実
の
意
思
が
あ
る
が
剖

高
資
金
の
世
還
な
ど
で
生
活
が

苦
し
く
な
り
宅
活
揖
震
の
適
用

を
う
汁
経
営
が
お
も
わ
し
く
な

i

l

i

-

-

4
1と
に
水
田
農
業
者
の
匁
期

間
円
余
剰
芳
力
を
肉
牛
町
生
産

に
仕
向
け
る
よ
う
な
こ
と
も
考

ん
ら
れ
‘
か
っ

必
要
に
迫
ち
れ

て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
水
図
。
構
造
改

善
と
酪
墨
基
義
が
完
成
さ
れ
る

と
き
、
本
町
豊
業
申
請
途
は
ま

こ
と
に
津
々

た
る
も
の
で
、
連

資
力
豊
作
ば
畢
業
者
に
動
換
の

楕
押
を
忘
れ
さ
せ
て
い
る
の
で

あ
る
ま
レ
か
。
先
人
の
開
拓
精

神
を

し
の
び
貯
蓄
に
努
め
る
と

き
で
あ
る
G

冷
害
、
凶
作
、
災

害
が
い
つ
示
、
る
か
わ
か
ら
な
い

今
金
地
区
益
重
改
良
普
及
所
長

井

上

幸

吉

‘-

求
刑

龍
一~
つ
い
て
も
実
問
に

み
の
わ
せ
配
哩
し
て
芯
し

い
。
砂

利
採
取
な
と
で
水
位
が
下
旬
飲

料
水
に
も
こ
と
か
く
、
諮
問
与
水

道
の
整
慌
を
顕
い
た
い
。

定
害
復
旧
事
業
の
促
遣
と
章
一〈

利
同
地
内
の
遺
々
績
も
す
ぐ
諭

告
さ
れ
た
レ

ハ
民
万
部
!
東
瀬

川
開
涼
J
設
育
関
係
で
ほ
児
童
h
h

徒
の

体
位
向
上
に
袷
食
を
突
出
す
る

河
村
さ
ん

消

防

団

e
Z」一4
4
位
向
一日
ム町
、河

戸川哨か↓

判

刊

門
戸
J
e

コニ
L

)

d

岬単
一生

-
h
b
一
砂
町
ぺ

語
、
広
く
同
用
さ
せ
る
こ
と
d

則

M
Z

佼
吠
ム
ロ
コ
平
均

こ
さ
れ
た

い
J

さ
ら
に
宮
鉄
瀬
川
事
の
礎

止
は
総
合
尚
聖
に
退
行
す
る
も

の
三
断
呼
反
対
で
あ
る
と
強
い

普
門
主
が
出
さ
ーれ
ま
し
た
2

こ
れ
ら
UV

毛
合
的
に
道
虹
に

反
映
さ
せ
苔
関
係
構
尚

一』
お

い

て
問
題
占
の
解
h
u
h
-
七
十
入
や
か

に

E
4
4つ一一
」
一に
な
り
主

L
た

消

防

長

宮

彰

竿
一
頭
綬
贈
ら
れ
る

四
十
字
司
に
わ
た
っ
4

町
消

防
の
充
実
に
民
h

惜
し
た
宮
ム
J
Z

河
村
由
太
郊
さ
ら
(
市
〉
が
四

十
三
年
度
消
防
関
保
坊
災
功
労

者
と
し
て
九
月
三

日
消
防
ι

庁
長

吉
か
ら
表
彰
さ
れ

iz
--
1

河
梓
さ
ん
は
、

X
止
十
二
邑

判
別
消
防
組
(
現
消
妨
回
)
に

入
組
、
時
間
団
‘
消
訪
侵
援
会

を
通
じ
こ
の
四
十
竿
司
、
出
紡

の
充
実
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し

に
。
こ
の
間
自
費
で
大
阪
ま
で

で
カ
ナ
、
消
的
見

法

点

同
議

問
的

実
技
を
持
件
し
た
h

円
、
巴

財
を
授
じ
て
防
火
H
k
ip
-
つ
ぐ
る

誌
か
.
J
Y
フ
白
井
の
導
入
な
ど

の
重
型
性
士
町
河
に
括
主
主
品

を
凶
り
ま
し
た
3

r

刀
運
動
が

ニ
何
百
円
り
っ
ぱ
な

A
問
中
一
識

を
つ

く
り
あ
げ
た

‘も
の
で
す
叫

こ
の
か
げ
に
町
民
、
調
訪
団

司
つ

yfり
も
あ

η
ま
す
が
、
な

ん
と
レ
っ
て
も
パ
拍
一
首
し
て

の
河
村
さ
ん
の
功
訴
は

E
Zく

山
山
抗
告
恨
の
た
め
二
い
つ
ま
で

ふ
搭
慌
で
あ
る

こ
と
今
↓
折
り
、

長
沖

T
A
ι
ーな
で
ポ
え
ま
し
ょ

う

一
万

今
金
町
消
防
聞

に

も
恒
川
市
で
開
催
さ
れ
た
主
茸

消
防
大
会
で
、
道
消
防
協
会
か

ら山市
F
H一一
位
が
泊
ら
れ
ま
し
た
2

-
-
れ
は
指
妨
藁
捕
に
功
議
の
あ

っ
た
後
良
団
に
域
つ
れ
る
も
の

で
、
日

vyつ
団
員
の
消
防
活
動

が
突
を
結
ん
だ
ー
も
の

で
す
ぜ

表
νJ
立
川
ふ
じゅ
』
で
六
回
で
す
コ

; 『つじうつカdJjlが i i 火事のもと ; 
⑨わが家の防火責任者をきめよう⑥
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美
利
河
地
区
で
道
政
懇
談
会

を政道'た1U
 



::::::::: (揖124)•••• ••• ロロロ・昭和43年 10月 J5 日::::::::::::: :::::::;:::::::::::::::::;:::;::::;広報 いまかね:::::~:::;; :: ( 4 ) 

役
所
の
仕
事
に

苦
情
は
あ
り
ま
せ
ん
か

工
可
政
相
H
E
週
間
。

行
政
管
理
庁
は
、
十
四
日
か

ら
二
十
日
ま
で
行
政
相
忌
週
間

を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
G

期
間
中
各
種
行
事
を
通
じ

行
政
相
訟
の
制
匪
を
広
く
み
な

さ
ん
に

P
R
す
る
こ
と
に
な
っ

J
L
い
e
e
-
3

。

こ
の
杷
訟
は、

役
所
の
仕
事

に
つ
い
て
の
不
平
平
不
満
を
解

消
す
る
制
度
で
す
。
そ
こ
で
ι

一本

町
で
も
函
館
行
政
監
査
局
お
よ

び
行
政
相
該
員
清
水
正
義
さ
ん

と
と
も
に
桔
該
所
ーを
開
催
す
る

道下-r-~雰主為品

;lZll W2i;ii 
間l 川 ¥'

F22 
iγご自 答喜多マi
R 

J 

こ
と
に
な
り
一
ま
し
た
ら
こ
の
た

め
国
平
述
、
町
、

公
社
、
公
団

公
爪
な
ど
に
討
し
て
の
苦
情
ぞ

要
望
を
解
決
す
る
。
も
の
で
‘
ど

ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
気
が
る

に
相
絞
下
さ
い
。
こ
れ
ら
は
}

切
秘
密
で
し
か
も
襲
用
は
か
か

り
ま
せ
ん
。
行
政
相
談
所
は
肢

の
と
お
り
で
す
。

と
き
+
回
目
か
ら
二
十
日
ま
で

〈
午
前
叩
曲
J

午
桂
3
時
)

と
こ
ろ
役
場
町
民
穏
厳
室

@
官
公
庁
吉
間
程
訟
日

+
八
日

(
午
前
叩
日
午
揖
4

時
)
於
町
公
民
館

こ
の
日
は
各
関
係
行
政
韓
民
が

協
力
開
催
す
る
の
で
ご
利
用
下

占

C

い。
図
郵
便
局
で
簡
易
保
険

を
進
め
て
い
る

簡
易
保
険
は
国
民
経
箭
の
安

定
と
福
祉
の
増
退
官
目
的
と
し

て
近
代
国
家
の
建
設
に
大
き
く

貢
献
し
て
い
ま
す
。
な
か
で
も

ー哩4

学
校
、
病
院
、
住
宅
、
退
路
、

民
間
な
ど
の
連
軍
資
生
に
利
用
さ

れ
郷
土
の
聖
涯
に
役
く
立
っ
て

レ
ま
す
E

将
来
の
善
活
情
計
の

た
め
に
、

あ
る
ー
は
万
一
の
事

故
に
F

て
な
え
て
、
町
内
の
各
郵

便
局
は
た
だ
い
ま
開
這
百
年
記

念
の
事
聾
と
し
て
加
入
運
動
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
加
入
に
ご

協
力
く
に
さ
い
。

E
内
吾
輩
便
局
長

ロ
秋
の
火
災
予
防
運
動

は
じ
ま
る

秋
の
全
道
火
虫
干
防
宮
島
が

十
五
日
カ
ら
三
十
一
日
ま
で
安

施
さ
れ
ま
す
e
火
災
を
な
く
す

る
鼻
孟
献
を
広
く
炭
開

L
、
時
い

人
命
ぞ
貴
重
な
財
産
を
火
災
か

ら
司
り
、
豊
か
な
生
活
を
軍
き

あ
げ
ま
し
ょ
う
か
式
の
中
だ
ん

ま
は
も
と
よ
り
い
の
ち
ま
で
。

革
古
屋
安
や
カ

『
ぐ
石
油
田
聞
な

ど
の
し
八
堤
防
止
に
も
注
意
し
ま

し
ょ
う
匂

，ー

， 

!ij 
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ロ
ォ
リ
ン
ピ
ツ
タ
と

雑
音
一
掃
運
動

N
H
K
で
は
.
第
十
九
回
f

り
ン
ピ
ア
ク
ノ
キ
シ
コ

T22
を

宇
宙
中一
継
で
寸
三
日
か
ら
二
十

八
日
ま
で
放
送
い
た
し
ま
す
。

放
送
は
午
前
7

・mu舟
t
s

-
ロ
舟
ョ
午
後
0

白
骨

J
1

.
。
升
ま
た
桓
は
午
後
7

・m山

骨

t
9
・
0
と
ゆ
時
以
降
の
羽

A

打
開
宗
一白
な
ど
て
放
送
レ
た
し

防
火
管
理
者
講
習
会
は

桧
山
主
庁
で
は
、
防
火
管
理

者
講
習
会
を
十
五
回
、
+
六
日

(
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま

で
V

一
一
自
問
問
き
ま
す
。
場
所

は
公
毘
鎚
で
寸

。
桧
山
宜
H
，総

務
課

ι密
込
λ
下
さ
い
b

よ
ろ
こ
び

・
か
な
し
み

〈

9
月
卦
〉

出
生
叩
名

富
田
直
樹
、
話
戸

千
秋
、
丸
山
三
部
.
鈴
木
新
子

、
宜
回
費
智
代
、
松

t
ひ
と
み

「
今
金
)
幅
一
元
奈
保
喪
へ
再
丘
、

笹
森
酎
好

(
聾
限
)
裏
白
小
百

台

(
揖
川
)
高
沼
千
賀
子
〈
先

廿
}
措
沼

3
組

込
d

引

山

町

五
弘

ウ寸

(''t
d
'
b
d
』

p
'

T

U
四
百

佐

一
接
令
子
、
吉
田
末
日出

i
杉
田
セ

チ
子
F

入
車
)

死
亡
3
名

飯

田
新
六

η
(金

原
)
梅
村
や
寸
主

η
〔
今
生
)

荒
川
忠
め

〔齢
生
V

。

人

物

往

来

(
9

月
)

2
日
H
蘭
越
町
世
場
産
書
課
長

外
七
人
観
察

E
日
"
日
荏
主
斤
量
員
八
名
町

内引税唱日

9
日
目
厄
幅
一
室
庁
管
内

E
1学

陸
生
三

T
名
坦
山富〈

ロ
日
目
自
治
庁
交
付
税
制
部
長
補

佐
視
察
、
函
箆
迂
務
局

畳
記
語
長
打
台
せ

日
日
H
桧
山
主
斤
両
日
朝
謀
長
打

合
せ

引
日
H
摂
尭
建
設
部
吉
村
、
組

井
技
館
関
丑
打
古
せ

お

a
u長
万
蕊
町
議
室
庶
聾
常

任
吾
一
行
税
察

お
日
目
道
義
杯
計
画
課
長
打
古

市
山
日

u
八
雲
根
幹
署
畏
視
祭

泊

E
HU
需
祝
町
田
揖

H
昏
税
務


